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介護保険制度の改善を求める請願善

日頃より市民のいのちと健康をまもるためにご舎聞いただいていることに敬意を表します。

介護保険は施行 22年を経過しました。しかし、必要なサービスを利サ11できない実態が広がって

おり、家族介護を理由とした介護離職も高止まりです。

介護事業所では、深亥Jな人手不足と、低い介穫報酬のもとでの経営難が統いており、コロナ禍は

こうした事態をいつそう力H速 させました。

政府は、介護保険見直しの検剖・を進めています。利サ11料 2客1・ 8割負1駐 の対象者拡大、要介護

1、 2のサービネ肖1減など、負担増と給付削減♭)提案が日白押しです。利ナ11者 と事業者双方にさら

なる矛盾、lttl難を押しつけるものであり、認めることはできません。

2022年 2)4か ら新たな介護従事者の処遇改善が開始されています。しかし企産業平均給与とのメi

を増!め るには構速い水準であり、ケアマネ、訪間看護師、福祉用具相談良などが対象から外されて

いるなど職場に混乱と分断をもちこむ内容です。10月 からは介誰報酬に糸F!み込むとされており、新

たな不J用料負IHが発生します。また、政府はテクノロジ■機器の導入とり|き 朴えに、職員の配樹基

準を大幅に引き下げようとしています。人手不足を解消し、行き屈いた介護を実I児するためには、

介護報酬を引き にげ、処遇を改普し、介護従事者を大幅に増やして、 二人夜鋤をなくし複数にする

こと、人員配置基準の引き liげ こそ必要です。
コロナ感染対策強イヒとして、検査 耳ワクチン体制の終備、在宅・施設での陽性者・クラスター対

応への支援、事業所に対する公費による減収補填などが求められます。

以にの趣旨から、下記事項につき、地方向治法第99条にもとづく日に対する意見書を決議して
いただけるよう請願いたします。

【請願項目】

1,介護保険の利用に新たな困難をもたらす利用料の引き上げ、要介護 1、 2の生活援助などの保

険はずしなどの見直しを行わないこと

2.金額公費により、すべての介護従事者の給与を企産業平均水準まで早急に引き上げること。介

護従事者を大幅 に増やし、一人夜勤の解消、人員配置基準の引き上げを行 うこと

9,利用者が安心して介護を受けることができ、介護事業所 。従事者が不安なく介護を提供できる



よう、新型コロ ナウイルス感染症紺策を強化すること

4.介護保険料、利用料、食費・居住費などの負担軽減、介護報酬の改善など、介護保険制度の抜

本的な見直しを 行うこと。介護保険財政における国庫負担の割合を大幅に引き上げること

以上
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【請願趣旨】

政府は、2024年秋に紙やプラスチックの健康保険証を廃,成することを予定しています。

健康保険証が廃.止 となれば、マイナンパーカードを持たない人は公的保険診療から速ぎけ

られる結果となりかねず、四氏皆保険制度の下で守られている国民の命と健康が稗かされて

しまいます。健康保険証は諦でも安心して医療を更けられる証として国民にとちて大切な宝

です。法律峙とは、マイナンパーカTドの取得は任意であるはずです。個人情報淵洩の不安か

らマイナンバ‐カードを持たない人やマイナンパニカードを管理できない認知舵の人等

様々な瑠l山 でマイナンパーカードを使えない人が数多くおります。介護施設では、紙やプラ

スチックの保険訛は管理できるが、マイナンバーカードの管理はできないという声も聞Vヽ

ています。離でもが安Ⅲして医療を′又'け られるように、紙やプラスチックの現行の健廉保険

`証
を廃止しないことを求めます。

つくば市議会が健康保険祀を廃止しないことを求める惣見審を回へ提出していただくこ

とを講懸します。      キ


